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歴歴
史史
博博
物物
館館
のの
東東
隣隣
、、
現現
在在
、、
大大
乗乗
寺寺

がが
建建
っっ
てて
いい
るる
小小
山山
をを
中中
心心
とと
しし
たた
一一
帯帯

にに
はは
、、
かか
つつ
てて
安安
祥祥
城城
とと
いい
うう
おお
城城
がが
ああ

りり
まま
しし
たた
。。
ここ
ここ
はは
、、
天天
下下
人人
徳徳
川川
家家
康康

のの
祖祖
でで
ああ
るる
松松
平平
家家
がが
、、
そそ
のの
基基
礎礎
をを
固固

めめ
たた
場場
所所
なな
のの
でで
すす
。。

岩岩
津津
城城
のの
城城
主主
でで
ああ
っっ
たた
松松
平平
信信
光光
がが
、、

安安
祥祥
城城
をを
占占
領領
しし
たた
のの
はは
、、
１１
４４
７７
１１
年年

のの
ここ
とと
とと
いい
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
信信
光光
はは
、、

城城
かか
らら
少少
しし
離離
れれ
たた
西西
のの
野野
でで
踊踊
りり
をを
催催

今月の案内人

安城町　香村 宗  利 さん（左）
むね とし

　　　　稲垣 末  弘 さん（中）
すえ ひろ

　　　　鈴木　 慧 さん（右）
さとし

しし
、、
城城
兵兵
をを
誘誘
いい
出出
すす
とと
いい
うう
策策
をを
たた
てて
、、

戦戦
うう
ここ
とと
なな
くく
ここ
のの
城城
をを
手手
にに
入入
れれ
まま
しし

たた
。。
そそ
のの
後後
、、
信信
光光
のの
子子
、、
親親
忠忠
がが
安安
祥祥

城城
にに
入入
りり
、、
松松
平平
清清
康康（（
家家
康康
のの
祖祖
父父
））がが

岡岡
崎崎
城城
にに
移移
るる
まま
でで
のの
４４
代代
にに
渡渡
りり
、、
安安

祥祥
松松
平平
家家
のの
本本
拠拠
とと
しし
てて
使使
用用
ささ
れれ
まま
しし

たた
。。清清

康康
がが
岡岡
崎崎
城城
にに
移移
っっ
たた
後後
、、
安安
祥祥
城城

はは
、、
尾尾
張張
へへ
のの
前前
線線
基基
地地
とと
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

しし
かか
しし
、、
清清
康康
のの
死死
なな
どど
でで
弱弱
体体
化化
しし
たた

松松
平平
家家
をを
尾尾
張張
のの
織織
田田
信信
秀秀
がが
攻攻
めめ
、、
１１

５５
４４
００
年年
にに
安安
祥祥
城城
はは
織織
田田
家家
にに
占占
領領
ささ

れれ
るる
ここ
とと
とと
なな
りり
まま
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
以以
降降

年年
のの
間間
、、
ここ
のの
城城
をを
めめ
ぐぐ
りり
幾幾
度度
とと
なな

１１００くく
合合
戦戦
がが
繰繰
りり
広広
げげ
らら
れれ
るる
ここ
とと
とと
なな
っっ

たた
のの
でで
すす
。。

ささ
てて
、、
安安
祥祥
城城
のの
城城
跡跡
でで
ああ
るる
大大
乗乗
寺寺

にに
はは
、、
そそ
のの
合合
戦戦
でで
亡亡
くく
なな
っっ
たた
松松
平平
家家

のの
武武
将将
・・
本本
多多
忠忠
高高
のの
墓墓
碑碑
がが
ああ
りり
まま
すす
。。

碑碑
にに
はは
、、
江江
戸戸
時時
代代
にに
書書
かか
れれ
たた
難難
解解
なな

漢漢
文文
がが
記記
ささ
れれ
てて
おお
りり
、、
全全
部部
間間
違違
いい
なな

くく
読読
むむ
ここ
とと
がが
でで
きき
れれ
ばば
、、
碑碑
のの
下下
にに
ああ

るる
亀亀
がが
口口
をを
開開
けけ
、、
首首
をを
振振
るる
とと
いい
うう
伝伝

説説
がが
伝伝
わわ
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

年年
間間
のの
合合
戦戦
でで
、、
ここ
のの
地地
でで
はは
多多
くく

１１００
のの
将将
士士
がが
亡亡
くく
なな
りり
まま
しし
たた
。。
しし
かか
しし
、、

そそ
のの
子子
孫孫
のの
多多
くく
はは
、、
後後
のの
徳徳
川川
幕幕
府府
にに

おお
いい
てて
、、
大大
名名
やや
旗旗
本本
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

合合
戦戦
かか
らら
数数
百百
年年
がが
経経
過過
しし
まま
しし
たた
がが
、、

今今
でで
もも
そそ
のの
子子
孫孫
にに
ああ
たた
るる
人人
たた
ちち
がが
、、

先先
祖祖
がが
亡亡
くく
なな
っっ
たた
場場
所所
とと
しし
てて
、、
城城
のの

跡跡
地地
でで
ああ
るる
大大
乗乗
寺寺
をを
訪訪
ねね
てて
来来
るる
ここ
とと

がが
ああ
りり
まま
すす
。。
そそ
のの
ここ
とと
かか
らら
、、
わわ
たた
しし

たた
ちち
がが
何何
気気
なな
くく
生生
活活
しし
てて
いい
るる
ここ
のの
土土

地地
はは
、、
徳徳
川川
家家
にに
縁縁
のの
ああ
るる
多多
くく
のの
人人
たた

ちち
のの
先先
祖祖
がが
眠眠
るる
、、
とと
てて
もも
大大
切切
なな
土土
地地

でで
ああ
るる
ここ
とと
にに
気気
づづ
かか
ささ
れれ
まま
すす
。。
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